
系統的研究を．

会長有沢広己

ラテン・アメリカ政経学会が発足してから３年目の年を迎え，ここに会誌

第１号を発刊するに至ったことはまことにご同慶にたえたい。

かつて私は友人とともに「ラテン・アメリカの経済的社会的断層」と題す

る研究を発表したことがあるが，その中でラテン＞アメリカが費源に宙んだ

将来注目すべき大陸であることを示竣したように記憶している。それから

３０年，わが国とラテン．アメリカとの交流はしだいに盛んにたり，特に戦

後はわが国の企業が相次いでラテン・アメリカに進出する左ど，わが国にお

けるラテン・アメリカへの関心は雀ナさす高禽りつつある。

ひるがえって，わが国のラテン・アメリカ研究の現状をみると，未だしの

感を禁じえない。これは研究者が不足しているうえに，研究者相互間の協力

がう蚕<いっていないことに原因があるように思われる。その結果，これを

でのラテン・アメリカ研究の多くは概観的なものにとど注っていたのである。

もちろん，ラテン・アメリカに関する一般的知識かまだ堂だ低いわが国の現

状からみて，こうした概観的なものは依然必要であるか，そろそろ研究者同

士が協力してなにか系統的な研究を行なってしかるべきであろう。

この意味において，ラテン・アメリカ政経学会の活動に期待するところは

きわめて大きいのである。幸い，会負諸君の尽力によって，本学会もようや

く〃揺藍期〃を終え，･本格的な〃成長期〃にはいろうとしている。学会誌の

創刊を機会に，会員猪君のなお一層の努力と研讃とによって，本学会が注す

古ナ発展することを期待したい。
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